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第二次上田市図書館基本構想取組状況のまとめ 事前送付資料１　（1/4）

　　（１）
取組項目

（２）
取組内容

（３）
これまでの事業の総括及び課題

評
価

（４）
今後の方針

基本目標①　生涯学習の支援施設である図書館

取組項目　１
課題解決のための
情報提供

・起業・就職などのビジネス情報、子育てや高齢者
に関する情報など、関係団体と連携を図り、課題解
決のための情報提供や図書館活用・情報検索講座
などを開催し、必要な情報を得るための支援を行
います。

　各館で情報提供に努めた。
　特に上田情報ライブラリーでは、暮らしとビジネス
支援のコンセプトのもと、暮らしや事業に役立つ情報
収集を提供する講座などを開催した。

○
　引き続き、各種情報提供を行うとともに、
各館の特色を活かした情報提供や支援を行
う。

取組項目　２
利用者ニーズの把
握と活用

・多様化する図書館ニーズを把握し、利用拡大に向
けた効果的な運営ができるように、図書館を利用
する幅広い世代を対象にしたアンケートを実施し、
データを分析・検討したうえで今後の図書館運営に
活かします。

　利用者を対象とした定期的なアンケートは実施でき
ていないが、R7策定予定の第三次上田市生涯学習基
本構想に係る市民アンケートおいて図書館利用状況
についても調査した。

△
　図書館ニーズを把握するための方法を検
討していく。

取組項目　３
企画展示や講演会、
講座等の開催

・生涯を通じて豊かな生活を送ることができる社
会の実現を目的として、情報提供としての講座等
を引き続き企画・開催するとともに、展示内容や時
期、方法の工夫をし、図書館を使いこなす方法な
ど、図書館のさまざまな情報を発信していきます。

　各図書館の特性をいかした展示や講座を開催した
ほか、全体事業として、上田市の図書館１００周年記念
事業や、４図書館の巡回開催による貴重資料紹介展を
実施した。開催内容や回数については、利用状況に応
じて適宜修正した。
　また節目の年度を迎えた図書館では、それぞれ記念
事業を実施し、図書館事業の周知に努めた。

○
　引き続き、各館の特色を生かした展示や講
座、４図書館が連携した講座等を開催してい
く。

取組項目　４
高齢者・障がい者
サービスの充実

・録音図書の作製や対面朗読の実施など、サービス
内容の充実や相互貸借（※）の利用などにより利用
者の要求に応えていきます。新たな高齢者・障がい
者向けサービスの調査や図書館施設のバリアフ
リー化について、研究と検討を進めます。

※相互貸借…県立図書館をはじめ、エコール外の図書館との本の貸
借により、利用者にサービスを提供するもの

　大活字本については上田、丸子、真田図書館で収集
し、録音図書等については主に上田図書館で作成と
貸出を行った。
　上田図書館、上田情報ライブラリーに拡大読書器を
設置した。
　「デジとしょ」のアクセシブルライブラリーの利用促
進は未実施。
　施設のバリアフリー化については、特に、建設年度
が古い上田図書館にはエレベーターがなく、２階読書
室、会議室、参考資料室のバリアフリー化には課題が
ある。

△

　引き続き資料の充実に努めるとともに、現
在行っているサービスの展開や未実施の
サービスについて研究する。
　上田図書館のバリアフリー化については、
上田図書館の改築の検討とともに進めてい
く。

取組項目　５
国際化に対応した
サービスの提供

・外国語資料の利用状況や市内に在住するさまざ
まな外国籍の利用者ニーズに合わせ、計画的に資
料を収集するとともに、案内パンフレット等の充実
など積極的に情報を発信し、有効活用を図ります。

　上田情報ライブラリーに外国語資料コーナーと日本
語学習資料コーナー、上田図書館に外国語資料コー
ナーを設置し、資料を収集して提供。
　そのほかの館でも外国語の絵本など所蔵している。
　案内パンフレット等の作成は未実施。

○
　引き続き、各館の収集方針による収集を進
めるとともに、利用促進のための広報を行
う。

取組項目　６
子ども読書活動推
進計画の更なる推
進

・各関係機関、関係団体等と同計画の進捗状況につ
いて情報交換を進めるとともに、関係する機関等
との連携強化に努めていきます。子どもの読書環
境の整備・充実を推進し、第二次上田市子ども読書
活動推進計画に繋げていきます。

　第二次子ども読書推進計画については、「本に親し
み自主的な読書活動を推進することで、子どもたち
の豊かな心を育みます」を基本理念として、家庭・地
域、図書館、学校、幼稚園・保育園・認定こども園の、そ
れぞれの分野での読書活動の推進を掲げた。
　また計画期間を「令和３年度から概ね５年間」とし
た。

○
　第二次計画の評価・検証を行い、それを踏
まえて第三次計画を策定し、定期的に進捗
状況を確認しながら実施していく。

取組項目　７
公共図書館と学校
図書館との連携

・公共図書館と学校図書館がそれぞれの蔵書構成
の特性を理解し合うことで、それぞれの存在意義
と蔵書のすみ分けを図るとともに、情報交換など
を通してお互いのニーズの把握に努め、効果的な
サービスを目指していきます。

　小中学校は、定期的に学校図書室司書と情報交換を
行い、また、子どもの読書支援のための研修会を実施
した。高校は、学校図書室の現状把握と情報収集を
行った。

○
　情報交換や研修会等を継続し、学校図書館
の現状や要望を把握し、それらを踏まえた連
携を進めていく。

取組項目　８
図書館職員の資質
向上

　図書館の専門性は、継続することでその力が発揮
されます。そのためには、個々の職員の資質向上と
組織としての専門性の継承が欠かせません。そこ
で専門性の高い職員の確保・内部研修・外部で実施
される図書館実務研修といった個の資質を高めて
いくとともに、図書館を担う専門職員集団としての
役割を理解し、組織として長期的視野をもった職
員体制を整備することで専門性の維持・向上を目
指します。

　専門的な照会などに対応できる職員を育成するた
め、レファレンス研修に参加した。また著作物・著作権
に対する意識する機会が非常に多くなっていること
から、著作権研修に参加するとともに、受講職員だけ
でなく、職員全体への波及・周知に務めた。

○

　継続的な研修実施、職員間の情報共有によ
り、利用者のニーズに即した対応ができるよ
う、知識とスキルの向上を図る。

第二次構想の内容 取組状況のまとめ

【評価の分類】◎達成　〇概ね達成　△一部未達成あり　×未達成
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　　（１）
取組項目

（２）
取組内容

（３）
これまでの事業の総括及び課題

評
価

（４）
今後の方針

第二次構想の内容 取組状況のまとめ

基本目標②　図書館の施設整備と機能強化

取組項目　１１・１２
中央図書館機能と
地域図書館の役割
の検討

・上田図書館の役割や機能を検討したうえで、上田
市の中央図書館として位置づけ、上田図書館の施
設整備及び職員体制に反映させていきます。
・市内の図書館を中央図書館と地域図書館に区分
けし、特色ある資料の収集や役割分担の明確化に
より、より効果的・効率的に運営していきます。

　定期的に会議を行うことで各館の役割や機能の確
認はできたが、上田図書館を上田市の「中央館」とし
ての位置付けはしていない。
　全館共通の方針・基準を定めた上で、各館の特色・方
針を整理して、方針に沿った資料の収集や、適切な管
理保管に務めた。

△

　上田図書館整備の中で、各館の役割や機能
を検討していく。
　引き続き、各種の基準、方針に基づき、各
館において収集を進める。

取組項目　１３
各図書館の在り方
の検討

上田図書館

・図書館は、現時点での利用者サービスだけでな
く、情報を保存することで生きた歴史を伝え、未来
の利用者の学びを助ける機能があります。上田図
書館は、全国に誇れる貴重資料を所蔵しています。
今後中央館としての機能を担う図書館として、開
架部分のみならず、直接市民の目に触れない閉架
書庫の充実を含めた施設全体の整備が必要です。

　屋根、水回り、エアコン、電気系統など不具合が発生
しており、その都度修繕を実施した。
　しかし老朽化・狭隘化が顕著となり、改築の必要性
が生じているため、先進地視察等を行い、新しい図書
館の機能や設備の研究を進めている。
　「上田市図書館施設整備計画（個別施設計画）」にお
いては、「築後６０年で建て替えとされる令和12年度
を目途に改築を進める」としたが、具体的な検討は進
んでいない。

△

　上田図書館には市の中央図書館的な機能
が期待され、単なる改築ではなく、市全体の
図書館サービス向上につながる在り方が求
められる。
　また検討にあたっては、社会情勢の変化や
財政状況を踏まえ、他施設との複合化・集約
化なども視野に入れていく。

取組項目　１３
各図書館の在り方
の検討

上田情報ライブラ
リー

・資料の収納スペースについて検討していきます。
・利用者・地域に役立つ図書館として、職員の研修
等を通したレファレンスサービスの充実に努めま
す。
・引き続き基本コンセプトに基づいた図書館運営に
努めます。
・市民協働については、多くの団体の意見を取り入
れ、広く効果的な連携を図りながら事業展開を行
います。

　開架書架は、定期的に利用の少ない資料を書庫に移
動や除籍などを心がけ、利用しやすい書架になるよう
努めた。しかし、現在は書庫の収納スペースが満杯で
あり、新たな収納場所の確保が難しいため、定期的な
除籍作業が必要である。

　直近2年間は館内研修としてレファレンス研修や情
報検索研修など、所蔵資料やデータベース、インター
ネットを活用する演習を実施し、職員の資質の向上に
繋がった。

　NPO法人上田図書館倶楽部をはじめ、団体や企業、
財団法人との共催事業を実施した。

○

　今後も書庫への移動と、資料の除籍作業を
定期的に行う。
　レファレンス業務の参考になる研修会への
積極的な参加と、館内研修の実施をしてい
く。
　市民協働による事業実施を引き続き進め
ていく。

取組項目　１３
各図書館の在り方
の検討

丸子図書館

・図書館の改築に合わせて図書資料のＩＣタグ化
（※）を行いました。関連システム機器の更新を計
画的に進めます。
・地域に役立つ図書館として図書館サービスの更
なる向上を目指します。
・移動図書館車のサービスの提供を今後も進めて
いきます。
・寄贈された製糸産業時代の資料の整理や活用方
法等について市民と協働連携も含め進めます。ま
たボランティア団体の組織化を図っていきます。

（※）図書館の書籍にICチップを貼付し、自動貸出や、書籍の持ち出
し管理を可能にすること

　情報が古い資料や利用が少ない資料の調査を行い、
配架場所変更等の検討をした。
　蔵書数の増加に伴い、一部の書架はゆとりのない配
架となっているため、書庫の整理を行い、収納スペー
スの拡張を図った。
　研修会等に参加し、職員の資質向上に努めた。
利用者の多様化が進む中で、今後の図書館サービス
について検討する必要がある。
　市民協働による運営を進めた。ボランティアの高齢
化もあり、ボランティアの育成についても検討してい
く必要がある。

○

　定期的にICタグ関連機器更新を進めると
ともに、引き続き配架場所の検討をしてい
く。
　また施設については、必要な修繕を行い、
適切に管理していく。
　地域図書館としての特色を活かすととも
に、利用者サービスに繋がる研修会に積極
的に参加し、館内での講習会等も実施してい
く。
　サービス向上のためにも適切な人員配置
を求めていく。
　市民と歩む図書館として、地域やパート
ナー等との連携を更に強化していく。

取組項目　１３
各図書館の在り方
の検討

真田図書館

・ＩＣタグ関連システム機器導入から7年経過し、計
画的更新を進めます。
・来館者が利用しやすい配架を更に検討していき
ます。
・ボランティア養成講座などの開催により、サポー
ターの会の会員増、組織の充実、活性化に協力しま
す。また、協働で実施している真田塾、コンサート、
図書館まつりなどの内容を充実させことを通じ
て、図書館の利用促進に努めます。

　ＩＣタグ関連システム機器導について、令和７年度中
の更新を予定している。
　「市民を支え、市民が支える図書館づくり」をコンセ
プトとする市図書館運営を「真田図書館サポートの
会」と進めた。
　令和６年度に上田市功労者表彰まちづくり表彰を真
田図書館サポーターの会が受賞した。
　ボランティアの高齢化もあり、ボランティアの育成に
ついても検討実施していく必要がある。

○

　定期的にICタグ関連機器更新を進めると
ともに、引き続き資料の配架場所の検討を
していく。
　また施設ついては、必要な修繕を行い、適
切に管理していく。
　正規職員・非正規職員ともに適正な人員配
置を求めていくとともに、市民協働が継続
できるように必要な支援を行っていく。

取組項目　１３
各図書館の在り方
の検討

その他の施設

・特に、上田図書館創造館分室と武石公民館図書室
が課題となっています。施設整備に当たっては、利
用者の意見、要望等をお聞きしながら関係機関等
と協議していきます。

　創造館図書室は、創造館の管理団体である上田市地
域振興事業団と連携し、運営を行った。また図書館職
員についても人員を拡充して対応したが、不十分なた
め更なる増員を検討している。
　武石公民館図書室は、武石地域自治センター竣工に
伴い新装開館し、施設面での不備は解消された。

△

　創造館図書室については、千曲川左岸地域
の重要な拠点として、施設所有者である。上
田地域広域連合と連携しながらサービス向
上に努める。

【評価の分類】◎達成　〇概ね達成　△一部未達成あり　×未達成
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　　（１）
取組項目

（２）
取組内容

（３）
これまでの事業の総括及び課題

評
価

（４）
今後の方針

第二次構想の内容 取組状況のまとめ

基本目標③　地域資料及び貴重資料の収集・整理・保存・情報提供ができる図書館

取組項目　１４
視聴覚資料サービ
スの充実

・地域の文化と歴史についての音源や映像の収集、
図書館で実施した講座の映像を整理して提供しま
す。同時に、社会の情報配信や視聴覚機器の動向に
注目しつつ、これからの視聴覚資料サービスの方
法について調査・研究を進めます。

　音源や講座の映像は、著作権処理が困難なものがあ
り、所蔵資料として提供することはできなかった。

△
　地域で作成された映像資料が提供された
場合は収集、保存していく。
　他の図書館、施設の取組について調査・研
究をしていく。

取組項目　１５
地域・行政資料の積
極的な収集・保存と
活用

・市民の財産である地域資料や行政資料を広く収
集し、適切な保存をするとともに、修理・整理・デー
タ登録を行い、誰もが活用できるようにします。

　地域資料や行政資料の収集を行った。
　不足していた行政資料は担当課に確認して収集に
努めた。

◎ 　今後も資料収集方針に基づき収集・保管す
る。

取組項目　１６
貴重資料の収集・整
理・保存と活用

・市民の財産である貴重資料を広く収集するとと
もに、修理・整理・データ登録を行い、適切に保存し
ます。資料については、館内閲覧または貸出可能の
区別を的確に実施して、広く活用できるようにしま
す。

　寄贈された貴重資料について、職員が資料の内容や
状態を確認して受入した。
　課題として、貴重資料が適切な保管場所で保管され
ていない、保管場所が確保できないなどがあげられ
る。

◎
　引き続き、貴重資料、地域資料の保存と活
用を図るため、資料の整理に取り組む。
寄贈受入は、各館で相談・協力ができるよう
にしていく。

取組項目　１７
デジタルアーカイブ
の推進

・貴重資料、地域資料、行政資料等の保存と利活用
を図るため、デジタルアーカイブに取り組みます。
また、さまざまな理由で図書館に来ることが困難
な方や研究者等が容易に資料を利活用できるよ
う、デジタル化したデータをＷＥＢ上で公開するな
ど積極的な情報提供をします。更に、美術館、博物
館などの施設の枠組みを超えた資料のデジタル化
やネットワーク上での統合的提供の連携・協力も進
めていきます。

　上田市の他部署や外郭団体と連携し、上田図書館所
蔵の貴重資料や、貴重資料紹介展図録のアーカイブ化
を実施した。また、デジタル化した資料を国会図書館
で公開できるように提供した。
　課題として、「何を、いつ、どのように」デジタルアー
カイブ化していくかの方針を定める必要がある。

○

　アーカイブ化の手段や方針について検討し
ていく。また既にデジタル化され公開されて
いる資料について、周知していく。

基本目標④　協働による地域とともにある図書館

取組項目　１８
市民協働の推進

・市民に広くボランティア活動の参加呼びかけやボ
ランティア養成講座を実施し、市民と図書館との協
働を進め、それぞれの役割分担を確認しながら図
書館運営を進めます。また、公民館と連携しなが
ら、主に役立つ資料・情報の提供を通して、市民主
体の協働によるまちづくり活動を支援してまいり
ます。

　各館において、ボランティア団体等との連携を進め
た。ボランティア団体の会員の固定化、高齢化が課題
となっている。

◎

　各館において、ボランティア団体等との連
携を進めることができた。
　ボランティアの特技や経験をさらに活かせ
るよう、 ボランティアとのコミュニケーショ
ンを密にし長期的な関係を築くとともに、研
修等を通じてレベルアップを支援し、効果的
な連携を図る。

取組項目　１９
高校・短大・大学や
専門学校等との協
働

・上田市と市内4大学間で各分野での相互協力及
び地域と大学の発展と人材育成を目的に包括的な
連携に関する協定が結ばれている中で、大学との
協働による魅力ある図書館づくりに取り組みます。

　各館の事業実施において、高校や大学との連携を
図った。
　市内各所で様々な連携事業が行われており、学校側
の意向の確認が必要となっている。

○
　定期的な意見交換を通じて、引き続き連携
を進めていくと同時に、協働の方法につい
て研究していく。

【評価の分類】◎達成　〇概ね達成　△一部未達成あり　×未達成



第二次上田市図書館基本構想取組状況のまとめ 事前送付資料１　（4/4）

　　（１）
取組項目

（２）
取組内容

（３）
これまでの事業の総括及び課題

評
価

（４）
今後の方針

第二次構想の内容 取組状況のまとめ

基本目標⑤　積極的なサービスを提供する図書館

取組項目　２０
図書館利用者の拡
大

・公共図書館の存在意義や利用方法などの情報を
積極的に発信し、市民が気軽に利用でき、課題解決
支援など役に立つ図書館を目指します。また、身近
で図書館を利用できるサービスポイントの増設を
検討するとともに、移動図書館車など既存の設備
等の有効活用を図り、図書館事業の積極的な展開
を図ります。

　身近な場所で図書館サービスが受けれられるよう
に、武石公民館、塩田公民館、長野大学附属図書館等
と連携し、本の予約や受取などを実施した。
　交通手段の制約により図書館の利用が難しい方に
向けて、２台の移動図書館車で、市内全体を巡回し
た。また２台ある移動図書館車のうち１台を更新し、
サービスを継続した。
　サービスポイントの増設は、場所・人員・予算・配送網
など課題が多く、実施できていない。

○
　当面は現行の体制で、引き続きサービス提
供に努めるが、利用者拡大につながるサー
ビスについて現状の分析と研究が必要であ
る。

取組項目　２１
図書資料の収集・保
存と除籍

・一定の基準に基づき、専門職を中心に収集と保存
を図ります。最適な蔵書構成を維持し、計画的な資
料収集と保存を図るため、図書館共通の収集・除籍
方針等を定めます。また、定期的に基準の見直しを
図り、利用者ニーズや地域の特性、社会動向を敏感
に読み取り、市やエコール全体での効率的な蔵書
方法についても検討します。

　全館共通の方針・基準を定めた上で、各館の特色・方
針を整理して、方針に沿った資料の収集や、適切な管
理保管に務めた。

○
　引き続き、各種の基準、方針に基づき、各
館において収集を進める。定期的な状況の
確認、共有化、方針の見直しを行っていく。

取組項目　２２
関係機関等との連
携と情報提供

・各部局が発行する資料を網羅的に収集・保存する
など、行政情報の更なる充実に努めます。また、市
役所の業務の参考となる資料情報などを積極的に
発信します。更に、市役所内外の部局や機関・団体
と連携した企画展示や講演会・講座等のイベントを
継続実施し、情報交流や連携を深めることにより、
広範囲な図書館サービスの展開に活かします。

　各館において広報誌や行政計画等の蓄積、市役所の
部局と連携したテーマコーナー展示などを実施した。
行政資料が紙媒体で発行されなくなってきており、今
後の状況把握が課題である。

○
　企画展示などを引き続き実施する。
　行政資料の作成状況や公開状況を把握し
て、市民に必要な情報が届くように整理・発
信する。

取組項目　２３
積極的な情報発信

・図書館やエコールのホームページの掲載方法の工
夫や、他のメディアの活用を検討するなど積極的
に情報提供をしていきます。

　エコール及び上田市ホームページ、上田市公式ライ
ン、メール配信サービス等の配信のほか、ケーブルテ
レビや新聞等へ情報提供を行い、メディアを通じた発
信を図った。

○
　図書館の事業や業務を効果的に内外に発
信する。

取組項目　２４
レファレンスサービ
スの充実と利用促
進

・信頼性が保証されている図書館でのレファレンス
について、積極的に情報発信していく必要があり
ます。また、図書館システムの活用によるレファレ
ンス事例の蓄積など機能の充実を図り、利用者の
利便性向上に向けた取組が重要です。

　レファレンス実習の受講により職員の資質向上に努
めるとともに、レファレンス事例を蓄積し職員間の情
報共有を図った。

○
　紙資料と共にデジタル資料の活用ができ
るよう、職員の資質向上に向けて取り組む。
また、図書館間で事例の共有を進めていく。

取組項目　２５
データベースの利用
促進

・図書館向けデータベース、また、国立国会図書館
が保有するレファレンス事例などの情報が、「いつ
でも、どこでも、何でも、誰でも」検索できるような
環境整備を目指します。

　利用頻度や契約条件に応じてデータベースの入れ替
えなど見直しを実施した。
　また上田図書館、上田情報ライブラリーにおいて、
国立国会図書館の図書館向けデジタル化資料送信
サービスを導入した。
　データベース利用方法を熟知している職員が少な
く、定期的な研修が必要である。

△

　商用データベースは利用状況により、適
宜、見直しを行う。
　職員向け研修を行うとともに、利用者への
周知を行う。

取組項目　２６
全図書館のＩＣタグ
化

・上田図書館、上田情報ライブラリー、公民館図書
室等について、順次ＩＣタグ化を進め、自動貸出機、
セキュリティゲートなどの周辺機器も整備し、利用
者の利便性の向上と図書館運営の効率化を図りま
す。

　上田図書館、上田情報ライブラリー、公民館図書室
等のＩＣタグ化は実現できていない。

×
　上田図書館の改築時期に合わせ、ICタグ
化を検討する。

取組項目　２７
電子サービスの調
査・研究

・タブレット端末、スマートフォンなど携帯端末の普
及に伴い、公衆無線ＬＡＮ導入や、それらを活用し
た図書館サービス提供の可能性について調査・研
究を進めます。また、電子書籍市場が急速に拡大し
ていく可能性も考えられ、電子書籍の課題や効果
について研究を進め、その対応について検討して
いきます。

　市町村と県による協働電子図書館（デジとしょ信州）
に参加し、利用者登録により、個人のスマートフォンな
どでも電子図書が読めるサービスを提供した。
　全館に公衆無線LANを整備した。

◎

　電子サービス全般について、情報収集を行
い、研究を進める。
　デジとしょ信州については、「読みたい本
が少ない」などの課題があり、引き続き県や
県内市町村と連携していく。

【評価の分類】◎達成　〇概ね達成　△一部未達成あり　×未達成
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